









編 集 後 ・記
新年おめで とうございます。
編集委員になったばがbで 何 もわか らず,諸 先輩方が 「低温 に限 うず広 ぐ、阪大ナ リジナ
ルを 」＼とい う思い切 った編集方針 でテキパキ編集 され るのを黙 って見てい る うち編集後記
を書 くはめになつて しまいま した。
さて、本号は今春 、停年退官 される成田先生 より「さらば液体ヘ リウム とのお つき合い」
とい う題 目で巻頭 言 を頂 きました。低温 での物理現象 はなるほ ど美 しいが、実用に乏 しく
代償が高価にっ くゆ え、低温 を使 わない物理 実験 を真面 目に考 えてみては とい う、低温に
携わる人に とっては少 々耳 の㌃)たいお話 です。確かに、ヘ リウ ムデ ュワーの底 にか ぎらず
自然は低温 で透明感 の第る美の世界 を現出 します。私 も毎年冬にな りξす と,氷雪の世界 を
求 めて山に出かけてお りましたが、数年前、穂高で遭難 し、凍傷で2ケ 月程入 院、手痛い
代償を支払わされ ました。 その時成田先生 にたいへんお叱 りを受けたのですが、「その後 も
冬 になります とついつい 「低温の世界 」に誘われ て山に出かけたものです。最近、年 とと
もに冬山に行 くρ はおっくうに な りま したが、.遠赤外分 光に携 わるぎと して低温実験 の方
鉱 なか なか縁が切れそ うにあ りません・… 。皆様方はいかがです か?.、
と斗 ろで 、本号では巻頭言 のほ寿、「SQUIDを 用㌣たNMRj.、「重 イオソ核反応に
お ける生成核 の偏極 ∬FRPデ ュワーの開発 」をお送 りします。 日頃、隣 りの研究室で
も何をや っ■てい るのか喪 く分か らない私達 です。関連 した分野 の人は もちろん、阪大 のコ
ミュニケーション雑誌 としても広 く楽 しんで頂 けるものと思 い ます。(室 清文一)






















さらば 、液体 ヘ リウム とのおつき合い 成 田 信門郎 1
研 究 ノ ー ト.
SQUIDを 用いたNMR 理 一 学 蔀 赤 木 与志郎
中 村 亘 男
3
重イオン核反応における
生成核の偏極 教 養 部 高 橋 憲 明 6
低温 中級技術 シ リーズ13
FRPデ ュワーの開発 産業科学研究所 西 嶋 茂 宏
岡 田 東 一
11
表 紙:12Bイ オ ンの核 スピン偏極を測定 するための
実験装置 の見取図(本 文6ペ ージ)
